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2006年9月 よ り出席 管 理 シス テ ム 「WebAttendancecheckSystem」 を構 築 し,数 校 の大 学 で運 用 した。
す で にパ ソコ ンを使 用 した 出席 システ ム を導 入 して い る大 学 もあ るが,フ ァイ ル構 成,書 式 な どの統 一 性
が ない。 ま た,大 学 内 のサ ーバ に システ ム を置 い て 運用 す る形 式 のた め,同 一 の シ ステ ムを別 の大 学 で要
求 した場合,そ の大学 のサ ー バ に も同 じシステ ムを設置 して も らわ な けれ ばな らない 。本 シ ステ ム は,Web
アプ リケー シ ョン と して イ ン タ0ネ ッ ト上 で シス テ ム を構 築 す る こ とに よっ て各 大学 で共 通 に使 用 で き る
よ うに した。
2コ ンピュー タ系実技科 目における出席の重要性
コンピュー タ系の実技を伴 う科 目,例 えばアプ リケー シ ョンの操作や プ ログラ ミングを学習す るよ うな
科 目においては,出 席す ることが非 常に重要 とな る。 これ らの科 目においては,そ れ までの講義 の積 み重
ねで次の講義が成 り立ってい る場合が多い。1回 欠席す ると,次 の講義は全 く基礎 がないまま受講 しなけ
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れ ばならず,講 義についてい くことが非常に難 しい。欠席 した学生か ら講義 中にわからない と質問 され る
と,講 義 を中断せ ざるを得 ない。 また,学 生も何回か欠席する と,講 義 に出な くなって しま う傾 向が高い。
そのため教員 としては出席 を重視 し,ガ イダンス等 の最初の講義において,必 ず 出席す るように促すのだ。
3出 席の確認方法
出席 を確認す る方法はいろい ろで,色 分け された出席カー ドを配 る方法,座 席 を指定 しておいて空いて
いる座席を欠席 として確認す る方法,点 呼す る方法,メ ールを送 らせる方法な どがある。また,カ ー ドリー
ダー装置の整 った教室ではカ0ド リー ダーで出席を とる場合 も多い。 しか し,ど の方法 も表計算 ソフ トへ
の入力または紙べ一スの書 き出 しな どの教員 の作業を伴 うことにな る。前期または後期 の学期終 了近 くに
なると,「 何回出席 していますか」 との質 問攻めにあ うことも多い。出席 システム も実施 している大学 もあ
るが,大 学ごとに導入 しているシステムが違 うためファイル形式や,書 式がまちまちである。
4出 席管理システム
コンピュー タ系 の実技科 目は一般教室 と違い,コ ンピュータが設置 された環境で講義 をすすめることが
多い。 また最近では,ノ ー トパ ソコンを入学 と同時に全員に配布す る大学 もあ り,一 般教室で もパ ソコン
を使用できる環境が整った大学 も多い。本出席 システムはS講 義 に際 して学生は必ずWebに アクセスできる
環境があることを前提 とした構築を考 えた。
Webを 利用す ることで,次 の利点が考 えられる。
・ 各大学で共通に使 える
・ 学生に とって,操 作が楽である
・ 学生 も教員 もその場で出欠の状況を把握 できる
・ 管理が しやすい
構築の言語 としてはJava,Perlな ど考え られ たがPHPを 使用 した。PHPを 使 う理 由は以下の点である。
・ データベース機能に優れてい る
・PHPで 構築 しているWebシ ステムが多 く,作 成に関 しての資料が豊富である
・ レンタルサーバの融合性 が高い
・IPア ドレスの取得が可能である
5出 席 管理 システ ムの概 要
本 出席 管 理 シス テ ム 「WebAttendancecheckSystem」 は,教 師側 の画 面(admin,php)と 学 生 側 の画 面
(index.php)か ら構成 され てい る。以 下個 別 に説 明す る。
教師側 の画面admin.php
学生側 の画面index.php
6出 席 管理 システ ムの 運用
6-1教 師側 の操作(設 定 画面)
教 師側 では,第1回 目の講 義 が始 ま る前 に,大 学 と授 業 に関す る情 報 を登録 しな けれ ばな らな い。
① 大学 の登 録
教 師 は 「admin.php」 を起動 して 図1の 画面 を表示 し,す で に登 録 して あ るユ0ザ ー名(Name)と パ ス ワー
ド(Pass)を 入 力 し,[ロ グイ ン]ボ タ ンを ク リックす る。 す る と,図2の 画面 が表 示 され る。






















Administrationの[学 校名編集 ・追加]を 選択す ると,図3の 画面が表示 され る。登録 されている大学名
の一番 下のテキス トボ ックスに新 しく登録 したい大学名 とそ の大学のIPア ドレスを入力 し,追 加 ボタンを
ク リックす る。 これで大学名 とIPア ドレスの登録が完了 し,学 生は各大学内か らのみアクセスが可能 とな
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② 授業情報の登録
大学名の登録が終わった ら,次 にAdministrationの[授 業時間編集]を 選択 し,図4の 画面を表示 させ る。
ここでは,大 学名,授 業名,開 始年月 目,終 了年月 日,開 始時間,終 了時間 を登録(追 加)す る。ID番 号
がふ られ ていない一番下のコンボボ ックスで大学名 を選択 し,授 業名 を入力,開 始年月 日,終 了年月 日,
開始時間,終 了時間を設定 し,追 加 ボタンをク リックす る。 これ によ り授業情報 の登録 は完了す る。 再度
編集す るためには,[編 集]ボ タンをク リックして編集す るこ とになる。例えばIDが10番 の管理テス ト用の
コンピュー タ演習1の[編 集]ボ タンをク リックする と,図5の 画面が表示 され編集す ることがで きる。
登録 した講義の 日程の確認 は[日 程]ボ タンをク リックす るこ とで行 うことができる。 同 じくIDが10番 の
[日程]ボ タンをク リックす ると図6の ように表示 される。
この設定 を完 了す ると,こ れ以後,講 義 開始か ら15分 後か ら遅刻,45分 後か らはアクセスできない状態
にな り,欠 席 とみなされ る。45分 後にアクセス した場合は 「時間外」 と赤字で表示 される。
図4授 業時間編集画面
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図5授 業時間編集の編集画面
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6-2教 師側 の画 面(確 認 画 面)
① 学 生一 覧 ・出席 状況 確 認
Administrationの[学 生 一覧 ・
出席 状 況確 認]を 選 択 す る と,
図7の 画 面 が表 示 され る。 こ こ
で は 学 生 番 号,名 前,パ ス ワ0
ド,登 録 日,出 席 状 況 を確 認 で
き る。 学生番 号,名 前,パ ス ワー
ド,登 録 日,出 席 状 況 の全 て の
情 報 が1画 面 に表 示 され る の で
はな く,表 示 したい情報 をチ ェ ッ
ク ボ ッ ク ス に チ ェ ック す る こ と
に よ り,選 ん だ 情 報 の み を表 示
す る こ とが で き る よ うに した 。
既 存 設 定 で は,よ く表 示 す る 学
生番 号,名 前,出 席 状況 をチ ェ ッ
ク状 態 に して あ り,パ ス ワ ー ド
が む や み に表 示 され るの を 防 い
でい る。
図7の 画 面 にお いて管理 テス
ト用 の コ ン ピ ュー タ演 習1の
[確認]ボ タンを,既 存設定のチェッ
図7学 生一覧 ・出席状況確認画面一部
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ク状態 のままでク リックす る と,図8の 画面が表示 され る。学生 の出席状況が表示 され,こ の出席状況は
学生が出席 を登録 した時間を表示す るよ うに している。 これ は出席,遅 刻,欠 席 の表示 を した場合,学 生
側か ら 「間に合 ったはず なのに」 とい う苦情が多いため,時 間で確実に表示す る形式を とった。
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② デバ ック機 能(ア クセス 制御 と解 除)
Administrationの[ア クセ ス制 限 ・日付 ・時間 制 限設 定/解 除]を 選 択 す る と,図9の 画 面 が表示 され る。
コ ンボ ボ ックス で[解 除]を 選 択 して,[変 更]ボ タ ンを ク リックす る と,ア クセ ス制 限が解 除 され,ど こ
か らで も,ど の時 間か らで もア クセ ス が可能 にな る。 この設 定 に よ り,学 生 側 のWeb画 面 の修正 が 可能 とな
る。
図9ア クセス制限・日付 ・時間制限設定/解 除画面
6-3学 生側の操作
① 学籍番号 と氏名の登録
学生は 「index.php」を起動 して図10の 画面を表示 させ る。一番は じめの講義では,[新 規登録]ボ タンを
クリック して,学 籍番号 と氏名 の登録 をす る。





[新規登録]ボ タンをク リックす ると,図11の 画面が表示 され る。
名前 を入力 して[登 録確認]ボ タンをク リックす る。




[登録確認]ボ タンをク リックす ると,図12の 登録確認画面が表示 され る。登録内容 に間違えがなければ,
[登録]ボ タンをク リック し,修 正があれば[戻 る]ボ タンをク リックする。 ここでは,各 項 目が空でない
か,担 当講師名 が間違 っていないかのチェ ックを行 っている。空の項 目があった り,担 当講師名 が間違 っ





名 前 ◎o定 癩
[登 録]ボ タ ンを ク リックす る と,図13の 画 面 が表示 され る。パ ス ワー ドが表 示 され るの で,パ ス ワー ド
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を記憶 して,[Home]へ 戻 っ て出席 登録 をす る こ とに な る。
図13パ ス ワー ド表示 画面
② 出席 の登 録
メイ ンニ ュー[Home]を 選択 す る と,最 初 のindex.phpの 画面 が 表示 され る。 図!4の よ うに学籍 番 号 とパ
ス ワー ドを入 力 し[ロ グイ ン]ボ タ ンを ク リックす る。
図14学 籍番 号 とパ ス ワー ドの入 力
oo六 学
ログイ ンボタンをク リックす ると,図15の 画面が表示 され る。[出 席 しま した]ボ タンをク リックす るこ
とで出席が完了す る。
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③ 出席状況の確認
メニ ュー の[出 席状況確認]を 選択す る と,図16の 画面が表示 され,今 までの出席 の状況が確認できる。
出席登録 時間は,学 生 が[出 席 しま した]ボ タンをク リック した時間を表示 してい る。授業開始 か ら15分
後は遅刻 として時刻 が赤字 として表示 され る。時間は,後 期学期 を通 して教師側か ら修正 した り変更 した
りす るこ とは しなかった。 あくまで学生 が[出 席 しま した]ボ タンをク リックした時間を提示す るこ とに
した。 これによ り,3回 目の講義以降[出 席 しま した]ボ タンの押 し忘れや,誤 動作等がなくなった。
図16出 席状況確認画面
ログイン
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7出 席 シス テム の構 成
7-1PHP言 語
PHPは サ ーバ サイ ドス ク リプ ト言語 であ る。
ス ク リプ ト言 語 とは,「 動 的」 なべ0ジ を作 るた めのプ ログ ラ ミン グ言語 で ある。 「動 的」ペ ー ジ とは,Web
ペ ー ジ に書 き込 ん だ内容 がす ぐに反 映 され る掲 示板 や ア クセ スカ ウンタ な どで ,HTMLで 書 かれ た 「静 的」
なペ ー ジ とは異 な る傾 向の もの であ る。
ス ク リプ ト言語 には ク ライ ア ン トサ イ ドス ク リプ トとサ ーバ サ イ ドス ク リプ トの2つ の形 態 が あ る。
ク ライ ア ン トサ イ ドス ク リプ トは,Webブ ラ ウザで 処 理 を行 うス ク リプ トで あ り,JavaScriptが 代 表 的 で
あ る。 この方 法 はWebサ ーバ へ の負 担 が少 ない分,ユ ー ザー 側 のブ ラ ウザ の負担 が 大 き く,ブ ラ ウザ の種類
や バ0ジ ョン,ブ ラ ウザ の環境 の設 定 に よ って意 図 した結 果 にな らない可 能性 が あ る。
サ0バ サ イ ドス ク リプ トは,ス ク リプ トの 処 理 をWebサ ー バ が 行 うス ク リプ トで あ り,JSP(JavaServer
pages),ASP(ActiveSeverPages)/ASP.NETやPHPが 代 表 的で あ る。 サー バ で 実行 した結 果 をク ライ アン ト
に送 るので,ク ライ ア ン トの実行 環 境,例 え ば,OSの 環境 の違 い,ブ ラ ウザ の種 類 の違 い,端 末 の違 い な
どに依 存 せ ず,意 図 した通 りの結 果 を出す こ とが で き る。 サ ーバ サ イ ドで処 理 をす るた め,デ ー タベ ー ス
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の操作 や ファイル操 作 な どサ ーバ の資源 を利 用 す るこ ともで き る。
7-2プ アイル構 成
① 教 師側
教 師側 の画 面 の フ ァイ ル構 成 は 図17の よ うに なっ てお り,Topペ ー ジか ら7っ の ファイル にア クセ スす る
構成 にな っ てい る。














学生側 の画面の ファイル構…成 は図18の よ うになってお り,Topペ ージはログイ ンと生の情報 の登録 を して












全体の構成は図19に 示す。各学生は各大学内か らでないとアクセスできない。 また大学内であっても講
Webア プ リケーシ ョンとしての出席 システム 構築と運用 一19一
義時間でなければ[ロ グイ ン]ボ タンは押せない状態 となっている。教員は どこか らでもアクセ スでき,





初期段階では学生のパス ワ0ド は 自分 で好きなものを入力す る形式 としていた。 しか し,全 角 で入力す
るもの,全 角や半角のスペースを入れ るもの,重 要な情報や 明 らかにす ぐわかるよ うな情報,例 えばパ ソ
コンを立ち上げる際のIDを 入力す る者,生 年月 日,電 話番号な ど,が 各 クラス数名程度いたため,パ スワー
ドはサーバ側で ランダムに決 めることに した。 これ によって学生は独 自のパ スワ0ド を提供 され る。パ ス
ワー ドとしては数字 と英小文字4桁 で構成 し,学 生がす ぐに覚えられ るようなもの とした。
8-2学 生 番号
学 生番 号 が英字 を含む 形 式,例 え ば 「2006A2007」 の よ うな場合,学 生 番 号欄 に英 字 よ り右 側 の数 字 を入
力 す る もの 「2007」 や,英 字 を小文 字 とす る もの 「2006a2007」 が多 か った。今 回 はホ ワイ トボ ー ドで指 示
した が,イ ン ター フェー ス上 に入 力例 を載 せ てお く ことが必要 であ る。
8-3イ ンター フェース
「[出席 しま した]ボ タンをク リック して くだ さい。」 とい う説明がわか らない学生が多 く,「 ボ タン」 と
い うものが どれか認識で きず戸惑 う学生が多かった。確かに,最 近のWebペ ージでは 「ボタン」 と言 えば
「送信」や 「戻る」な どの感覚での使い方が主で,こ のよ うな登録 をボタンです るものは少 ない。 この点,
ホワイ トボー ド上でここをク リックす るよ うに指導 したが,ボ タン上でマ ウスの形状 を手のマー クに変わ
るよ うにす るか,ま たはボタンではなくアイ コンの形態にす るな どの改善が必要だ。




イ ンター フェースを見やす さ,使 いやす さの点を重視 して改善 してい きたい。また,学 生側 の[出 席 し
ま した]ボ タン等のボタンのデザインやマ ウスの形状を学生が使 いやすい ように改良 したい。
● ユーザー名 の形式
学生番号 をユ0ザ ー名 に使用 したが,学 生番号に英字 を含む場合,大 文字 と小文字の入力でエラー を出
すケースが多かった。今後は,シ ステム側で全て大文字 に変換 して処理す る機能 を追加 したい。
● 座席 を表示す る画面の構築
教員側 か ら学生 が どこに座 っている確認 できるよ うに座席画面を構築 したい。 は じめの講義で座席指定
を しておいて,学 生 が[出 席 しました]ボ タンをク リック した らその学生の座席 を色で表示するな どで識
別で きるよ うにす る。 これ は,代 返対策で もあ り,教 員側か ら学生の座席 を見て,学 生が着席 していない
にもかかわ らず 「出席1と 色がついている学生をチ ェックす ることができる。
● 講義 中に使用す るファイルのア ップロー ドとダウンロー ド機能
講義 中で使 用す るファイル を教 師側画面 か らア ップ ロー ドし,学 生側か らダ ウンロー ドす る機能 を追加
したい。す でに共有 フォル ダが ある大学 も多いが,授 業で使 うファイル を的確 に学生側 に指示 し,ま た遅
刻 して入 って くる学生でもそのままダウンロ0ド して授業に参加できるように したい。
● 授業内容 と課題 の提示
就職活動な どや病気 な どで講義 に出 られ なかった学生へ,本 日の授業内容 と課題 を提示す る画面 を構築
したい。 この点,昨 年度プログで講義内容や課題を知 らせていた ことが,学 生か ら好評 だったためぜ ひ取
り入れたい と考 える。
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